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2003 アフリカ国際エイズ  
性感染症会議  

OneagreedH［V／AIDSActionF（ameWOrk  
「包括的なエイズ戦略」  

OneNationalA［DScoordinatingAuthority  
「国家による包括的なエイズ戦略コーディネート機関」  

OneagreedcountryIeveLmonitoringandevaluationsystem  
「包括的なエイズ政策のモニタノング■評価システム」  

2004 UNAIDSワシントン会議  
今後このThreeOnesの原則の下で一元的にエイズ対策を推進  

2005 ゲレンイサルスG8首脳会議  

国連世界サミット  

ユニバーサルアクセス  
2010年までに治療を必要とする全ての人に治療を揺  

「政治宣言」   

○趣旨：  

「川∨／エイズコミットメント宣言」以降に実施されたHIV／エイズ対策をレビューし、ミレニアム  
開発目標やコミットメント宣言に盛り込まれた各種冒標に向け各国と国際社会の取組に政  
治的弾みを与える   

○達成目標：  

「川∨ノエイズの蔓延を2015年までに食い止め、その後減少させる」とのミレニアム開発目  

標を達成すべく、2001年のコミットメント宣言と2005年世界サミット成果文書の諸目標を実  

現する。   

○主な施策：  

■市民社会、感染者、患者団体、民間セクターの積極的参加・関与  
・治療のみならず、予防・ケア・サポートへの包括的対応  
－一層の資金調達  

・2006年内に国家目標を設定  
・若者の感染予防に関する対策の拡充  
・女性感染者への治療拡大、母子感染予防の拡充、女性への暴力防止  
■子供のケア、小児用治療薬の開発促進  
・ワクチン、新薬の開発促進  
・国連事務総長年次報告にコミットメント宣言の実施状況を含める  
・2008年と2011年に2006年政治宣言の実施にかかる包括的レビュー  

ThreeOnesの原則に留意して  
2006年の政治宣言の実施にか  
かる包括的レビュー  

2008国連エイズ特別総会  

2011国連エイズ特別総会  

2馴⑳聾奮剖岩治療馨必琴藍寄る全署のÅ臆治療を提供  

Hヨ闇／霊確認⑬葦瞳覆2馴5尊意管臆食私亀遮めゝ膏⑬後潟汐留壇  

今後の目標  
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ユニバーサルアクセスに向けた国家目標の設定  

Japan’s nationaL targets that were set for2010through．  

aninclusive and transparent process are as follows：  

ーTo double the number of peopTe using voluntary HIV testing  

SerVicesfrom aboutlOO，000in2005to200，000by2010．  

（保健所等のHIV抗体検査件数を2005年の約10万件から2010年  

には2倍の20万件にする。）  

－To decrease the number of the newly reported cases of AtDS  

approximateZyby25％from367casesin2005to275casesby2010．  

（エイズ患者の新規報告数を2005年の367件から2010年には25％  

減少させる。）  
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UNAIDSへの報告  

02（〕01▲年の国連総会HIV／AIDS特別セッションにおいて採択されたHIV／AユDSに対する  

コミットメントとして、2年に血度、世界各国は自国のHIV／AIDS対策の進捗状況を、ガ  

イドラインに基づいてUNAIDSへ報告することになった（提出期限：2008年1月末）。  

○ガイドライン＝UnitedNationsGeneralAssemblySpecialSession（UNGASS）onHIV／AIDS  

Guidelineson construction ofcoreindicators  

unaids．or  ub／ManuaJ／2007／20070411un  ass coreindicators manualen．  

○報告内容  

1．国別進捗報告：国のHIV／AIDS流行状況とその対応、ベストプラクティス、主な課題  

とその対応、モニタリングと評価等を含む  

2．25の指標（coreindicators：別紙参照）  

○市民社会の役割（ガイドラインp17－19）  

・市民社会は国のHIV／AIDS対策の主な役割を果たしている。  

・国家エイズ委員会は、計画に基づくデータの収集方法、国別進捗報告の評価と提出のメ  

カニズム、提出されたレポート、を市民社会が簡単にアクセスできるようにすべきである。  

・国別進捗報告の作成には、市民社会、HIVと共に生活する人々が含まれるべきである。  

民間セクターーもこの報告書作成のプロセス参加の同様の機会があたえられるべきである。  

・UNAIDS は政府がワークショップやフォーラムを組織し、国別進捗報告の結果を  

UNAIDSに提出する前に、公開して議論することそ強く求める。必要に応じて、最終報告  

書はこれらのイベントの議論を反映するべきである。  

○報告プロセス（ガイドラインp19、p138のAppendix8にチェックリスト）  

国は報告に必要な仕事を行うためのタイムテーブルとマイルストーンを作るべきである。  

・国家戦略計画とUNGASSガイドラインに沿って、必要なデータを明確にする。  

・データ収集・分析、報告書作成のタイムラインを含む計画の作成と流布、国家エイズ委  

員会、他の政府関係機関、市民社会の役割分担を明確にして共通理解する。  

・データ収集方法をための適切な道具（手段）を明確にする。  

・データ収集・ 分析・報告、全般のプロセスに対する資金を確保する。  

・政府、市民社会、国際的コミュニティーからなるパートナー組織によって調整しながら  

データ収集・照合・分析を行う。  

・適切なデーータフオームと国別進捗報告のドラフトを完成させる。  

・ドラフトに対して、政府機関、市民社会を含む関係者からコメントをもらう。  

参考 出±虹∠妙／en／Goa虫住建JGASS／2008UNGASS Rel）0面鮎  
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UnitedNationsGeneralAssemblySpecialSession（UNGASS）onHIV／AfDS  

Guidelineson construction ofcoreindicators  

ass coreindicators manuat en．  ：／／data．unaids．or  ub／Manuaけ2007／20070411un  

目的：この書類の主な目的は、国のAIDS対策に関わっている人に、その国の対策の効果を測る重要  

な指標（COreindicators）に基づく情報を、提供する事である。このガイドラインは、国が行っている活  

動のプロセスの一貫性と透明性を確保することに寄与する。また、この情報はUNAfDSが使い、  

UNGASSの活動報告として地域及び全世界の活動プロセス報告に用いられる。  

国はこの重要な指標（COreindicators）を、現在、実施しているモニタリング。評価活動に統合する事が  

強く勧められる。  

Coreindicators（P21，P84－86のAppendixl参照）  

NationaIcommitmentandaction  解説  

i  

9  

l  P27   

Domesti 

6，P92－  

National 

NationaJprogrammes（B100d safety，ART coverage，PMTCT，TB／HIV，HIV testing，Prevention，  

Orphans，Education）  

％ofdonatedbloodunitsscreenedforHIVinaquality－aSSuredmanner  

antiretroviral thera ％ofadultsandchildrenwithadvancedHIVinfectionreceivlng   

％ofHNr（＋）pregnantwomenwhoreceivedantiretroviralstoreducetheriskof  mother to 

l  ch盲tdt「ansmissi〇n  

6  ％ofestimatedHIV（＋）incidentTBcasesthatreceivedtreatmentforTBandHIV   P37   

7  ％ofwomenandmenaged15L49whoreceivedand埋吐垣虫inthelast12monthsandwho  P39  

know their results 

8  ％ofmosトat－riskpopulationswhoreceivedan出世＿垣裏intheIast12monthsandwho  P40  

knowtheirresu［ts   

9  ％ofmost－at－riskpopuZationswhoreache（1anHIVpreventionprogrammes   P42   

℡  ％oforphanedandvu［nerablechildrenagedO－17whosehouseholdsreceiveclfreebasic  P44  

external塾幽incarJngforthechild   

四  ％ofschooIsthatprovidedlifeskiHsLbases州Veducationinthelastacademicyear   P46   

は輔櫛引州∨や帽Valenceの国  揖色はLowprevalenceepidemicsの国、   
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Knowledgeandbehaviorindicators  解説  

12  CurrentSChoolattendanceamong旦胆垣凸量andnon－OrPhansagedlO－14   P50   

13  ％ofvounqwomenandmenaged5－24whobothcorrectlyidentifywaysofpreventinqthe  P52  

SeXuartranSmjssionofHIVandwhoreJeCtma」OrmisconceptionsaboutHIVtransmission   

14  ％ofmost－at－riskpopulationwhobothcorrectlyidentjfywaysofpreventinqthesexual  P54  

transmissionofHIVandwhorejeCtmajormisconceptionsaboutHIVtransmission   

15  ％ofyoungwomenandmenaged15－24whohavehadsexuaJintercoursebeforeaqeof  P56  
15  

16  ％ofwomenandmenaged15－49whohavehadsexwithmorethanonepartnerinthelast  P57  
12 monthss 

17  ％ofwqmenandmanaged15r49whohavehadmorethanonesexualpartnerinthepast  P58  

12monthswhoreporttheuseofacondomduringtheirIastsexuaLintercourse   

18  ％offema［eandma［esexworkersrepo摘ngtheuseofacondomwiththeirmostrecent  P59  

Client   

19  ％ofmenreportingtheuseofacondomtheIasttimetheyhadanalsexwjthamalepartner  P61   

霹  ％ofiniectinc［drucluSerSrePOningtheuseofacondomthelasttimetheyhadsexual  P63  

intercourse   

■  ％ofiniectinqdruqusersreportingtheuseofsterileiniectinqequipmentthelasttimethey  P65  

injected   

黄色はLowprevalenceepidemicsの国、雷は薬物注射がHIV感染となっている国   

lmpact indicators 

■    ％ofyoungwomenandmenaqed15－24whoare川Vinfected   P68   

23    ％ofmost－at－riskpopulationswhoareHIVinfected   P70   

24  

l  

l  

％ofinfantsborntoHIV－infected motherswhoareinfected  

はHlV感染が一般的な国  

Globalcommitmentandactionindicators  

6  amountofbilateralandmultilatera＝inanciaIfIows（COmmitmentsanddisbursements）forthe  P78  

benefitofrow－andmjddre－incomecountries   

2  amountofpubIicfundsforresearchanddeve10PmentOfpreventiveHIVvaccinesand  P79  

microbicicles   

3  ％oftransnationaIcompaniesthatarepresentindeve［oplngCOuntriesandthathave  P80  

WOrkpFaceHIVpoliciesandprogrammes   

4  ％ofinモematjona［orqanizationsihathaveworkplace卜‖VpoJiciesandprogrammes   P81   
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資料4－（3）  

指標の回答例  

例1：指標5、25について  

平成18年度の報告書から、  

⑳2006年（平成18年）妊娠転帰が判明しているもの：46例  

うち選択的帝切：27例  

緊急帝切：1例  

経膣：l例（助産院で出産）  

中絶二9例   

不明‥8例（前年妊娠中と報告があったにもかかわらずその後報告がなかった例＝4例、帰国  

した例‥2例、他院へ紹介されるも紹介先から報告なし：2例）  

⑳母子感染について判明しているもの‥22例（うち帝切21例、経膣1例）はすべて非感染であ  

った。  

⑳抗ウイルス薬投与例：3 

選択的帝切‥27／27例、緊急帝切＝1／1例、経膣‥l／1例、中絶：2／9例、不明二3／8例  

母子感染非感染の症例は全て投与あり   

AZT単剤：1．例、3剤以上HAART：33例  

以上より、  

Indica‡or5  

もに100％。  

HIV感染妊婦が母子感染軽減のためARVを受けた割合は、選択的帝切・緊急帝切と  

Indica‡or25 HIV感染の母親から生まれた新生児がHIVに感染している割合は、選択的帝切・緊  

急帝切ともに0％。  

となります。・  

出典：「周産期りト児t生殖医療におけるHIV感染対策  

に関する集学的研究 平成18年度総括・分担研  
究報告書」（厚生労働科学研究費補助金（エイズ  

対策研究事業）  
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出典：「川∨感染の動向と影響及び政策のモニタリング  

例2：指標15、．16、17について  に関する研究 平成18年度総括・分担研究報告  
書」（厚生労働科学研究糞補助金（エイズ対策研  

究事業）  

代女性とそのカップルの男性  首都圏在住の10   

17．9歳±2．3歳（13一一27歳）  女性＝17．1±1．7歳（13－19歳）、男■性  
コンドーム使用割合  性経験率、初交年齢、性パートナー数、  

602人（男性301人、女性301人）  

42．7％  

無記名自記式質問票  データ収集法  

ロケーーションサンプリング  サンプリング法  

繁筆筒   リクルート場所  

2000年1月25－30日、2月11日、計7  リクルート時期  

渋谷一、池袋  

感染率  

性経験率（％）  性行動  
18－19歳 20歳以上 全体  12－14歳15－17歳  
86．7  91．2  79．1  

88＿1  77．1  

78．1  

男性（n＝301）33．3  

女性（n＝301） 34．6  

全体（n＝602）－  

初交年齢（性経験者のみ）  

14歳15歳16歳17歳18歳  10歳以下11歳12歳13歳  
24．4 16．4  8  

24．1 18．1  9．9  

24．3 17．2  8．9  

0．8  4．2  8．8  22．7  

0  4．7  11－6  23．3  

0．4  4．5  10．2  23  

男性（n＝238）   0  0  

女性（n＝232）   0  0  

全体（n＝470）   0  0  

これまでの性パートナー数  

12－14歳 15－17歳 18－19歳 20歳以上 全体  
23＿1  34▼5  

23．1   15．1  

5＿8  9．7  

11．5   8．8  

11．5   7．6  

7．7  7．1  

17・3 1亨・5  

0  1．7  

37．9  

20．3  

11．6  

4．7  

9、9  

6  

9．1  

0．4  

36．2  

17．7  

10．6  

6．8  

8．7  

6．6  

12．3  

1．1  

66．7  37－4  37．4  

0  15．4  11  

男性（n＝238）1人  

2人  

3人  

4人  

5人  

6－9人  

10人以上  

不明  

女性（n＝232）1人  

2人  

3人  

4人  

5人  

6－9人  

11  8．8  

7．7  8．8  

6．6  6．6  

5＿5  8．8  

16．5  14．3  

0  4＿4  

47．4  29．4  

17－5  23  

8．2  14．3  

3．1  6＿3  

8．2  11．9  

7．2  5．6  

8．2  8．7  

0  0．8  

33．3  

0
 
0
 
0
 
〇
．
〇
 
 

55．6  

11．1  

11．1  

0  

0  

0  

10人以上 22．2  

不明  

全体（n三470）1人  

2人  

3人  

4人  

5人  

0  

6－9人  

10人以上 －  

不明  
（次ページヘ）   



（前ページから）   

過去1年間の性パー  トナー数  
18－19歳 20歳以上 全体  12－14歳 15－17歳  

51．9   52．5  

21．2  14．3  

9＿6  11．8  

3．8  4．2  

7＿7  4＿6  

1．9  2．5  

0  6．7  

3．8  3．4  

52．2  

21．1  

9．1  

2．6  

5．2  

Z．6  

3  

4．3  

52．3  

17．7  

10．4  

3．4  

4．9  

2．6  

4．9  

3．8  

45．1  60．4  66，7  

0  

33．3  

0  

0  

0  

6．6  
1
 
 2
・
4
 
2
 
 

1
 
4
・
2
 
 

10人以上 0  

不明  0  

女性（n＝232）1人  44・4  

22．2  

11．1  

人
人
 
 

2
、
3
 
 4人  0  

5人  0  

6－9人  0  

10人以上 11＿1  

不明  11．1  

全体（n＝470）1人  

2人  

3人  

4人  

5人  

6－9人  

10人以上 一  

不明  

時  直近の性交渉  

20歳以上 全体  12－14歳 15－17歳18－19歳  
60．4  63．5  

58．7  

66．7  53．8  

44．4  58．8  

男性（n＝238）  

女性（n＝232）  

全件（n＝470）  

に見たコンドーム使用割合  性パートナー数別  

3人 4人 5人以上 全体  
■■■－－ －－－一一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－‾  

1人 2人  
－ －■‾  

■ 一■ ■ 一 －■ － － － ●－ － － － － ●－  

全体（n＝470）65．  39．7  58．5  65．9 54．2 44．9 56．3  

木原雅子（木原（正）班）  

HIV感染症の動向と予防介入に関する  エイズ対策研究事業  厚生労働科学研究費補助金   

社会疫学的研究主任研究者木原正博  
平成13年度（2001年）3月・p・239・   ・平成12年度研究報告書  




